
 ブナ科
か

 ブナ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Fagus crenata Blume 英名
えいめい

：Siebold's Beech 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：二
に

列
れつ

互生
ごせい

、やや厚
あつ

く、卵形
らんけい

～ひし形
がた

、波状
はじょう

鈍
どん

鋸歯
きょし

 

   側
そく

脈
みゃく

は縁
ふち

の波 状
なみじょう

の窪
くぼ

んだところへのびる 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
かい

白 色
はくしょく

で滑
なめ

らか、薄
うす

くて固
かた

い、斑紋
はんもん

がある 

・冬芽
ふゆめ

：互生
ごせい

、細
ほそ

い披
ひ

針形
しんけい

で先端
せんたん

が尖
とが

る、18～26枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

   葉痕
ようこん

は半円形
はんえんけい

 

・実
み

：可食
かしょく

、三角形
さんかくけい

、ソバ
そ ば

の実
み

に似
に

る → ソバグリ 

・歌
うた

才
さい

ブナ林
りん

（黒松内
くろまつない

町
ちょう

）：自生
じせい

北限
ほくげん

（天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

）、ガルトネルブナ林
りん

（七飯町
ななえちょう

）：人工林
じんこうりん

 

ブナ （ソバグリ） 

斑紋 

雄花序 

細く尖る 

冬 芽 

互生 

波状 

測脈がくぼみへのびる 


